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新理事長就任に当たって

日本小児放射線学会理事長

藤岡睦久

本年４月より平松腿ＩＷＥ生の後任として，当学会の１１脚長を拝命いたしました．

小児放射線医学は私の割'１とするところのものであり、それを遂行する学会を代表

しおlU:話することが(ll来る立場を与えていただいたことに感謝すると同時に，本学

会の定款にjiLき，その'１１１１９を達成するために全身全霊を注ぐ所存であることを会員

の皆様にお鞭い申し上げる次第であります．

本学会には小児の放射線医学に関心のある医師が．その所属科の枠を超えて参加

しております．放射線科に所腿するものが約半数であり，小児科と小児外科がそれ

ぞれ残りの約半数づつを占めております．現在わが国において日常的に小児放射線

医療を実施しているのは主に小児科医や小児外科医であり，，閉いレベルの小児放射

線医療をわが国の子供たちに提供するという目的からは，すべての小児医療に携わ

る医師に本学会に所属していただきたいところであります．一方国際的に見てみる

と米国を１１｣心としたSＰＲ（SocietyforPediatricRa(1iology）とヨーロッパを

中心としたMSＰＲ（I2urol)ianSocioIyofPedifltricRa(Iiol()gy）があり，それが
共|司で11)Ｒ（lntomalionalPodiatricRadiology）として定期的に学術集会を開

催しており，｜,lij方の学会のolTicialjournalがドイツのSpringer-Vorlag社から刊

行されているＰＣ(liaL1-icRadiologyとなっております．１１>Ｒにはその他にオースト

ラリアとニュージランドの組織であるＡＳＰｌ（AusLralasi〔mSociGtyolPcdi-

atriclmaging）が参》１１を決めており，わがＥｌや韓国を含めたアジアの小児放射線
科医にも参入を求めてきております．しかしながら，わが国以外の組織は会員資格

のIii提条件として放射線専門医であることと限定しており，closedmembership
の形態を採っている関係上，参加資饅格の国際的纏合'性を考えた場合，本学会の会員

全てがただちに国際学会の会員として受け入れられることにはならないと思われま

す‘わが国の将来を考えたときに，本学会の会員が国際的な舞台で活躍しまた最

も新しい情報をただちにわが国の小児医療の現場に活かしうる体制を採ることも不

可欠であると考えます．

その方法の一つとして本学会として専門医や認定医の制度の導入を考慮する必要

があるのではないかと考えております．私見ではありますが岬W医と認定医の両方

の資格を導入することで本学会の特長が保たれかつ積極的に活かせるのではないか

と脅えております．放射線医Ａ１とのsul〕spocialitvとして放射線科専''１｣医の有資格者
を対象とする小児放射線専Ｉ１ｉ医と，非放射線科陵を対象とする小児放射線認定医で

あります．したがってそのうちの小児放射線専''１]医がAsia-OcoanianScietvof

PodiatricRndi()1ogyに所属して､１１)ＲにｊⅡ盟するという形態を採れば確合性が保
たれるのではないかと考えております．こうしたことも含め，会同の皆様のご意見

を拝聴しながら本学会を運営して行きたいと考えております．皆様の寛容なご理解

と建設的なご支援を期待いたしております．


